
す
べ
き
か
。
そ
れ
が
封
建
制
だ
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
封
建
制
と
は
い
か
な
る

範
鴎
の
も
の
と
規
定
す
べ
き
か
。
古
典
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
が
否
定
し
な
か
っ

た
地
主
制
を
中
園
の
農
業
革
命
が
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
、
な
ぜ
そ
の
中
園
の
地
主
制
が
封
建
制
で
あ
り
、
農
業
革
命
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア

革
命
な
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
の
立
て
方
は
、
何
を
い
ま
さ
ら
わ
か
り
き
っ

た
こ
と
を
と
言
わ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
貸
態
の
も
っ
と
豊
富
な
解
明
と
あ
い
ま

っ
て
、
歴
史
設
展
の
法
則
的
理
解
の
内
容
を
堕
か
に
し
て
い
く
ひ
と
つ
の
手
掛

り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
は
、
帝
園
主
義
の
半
植
民
地
的
支
配
と
奮
中
園
の
農
村
経
済
僅
制
の
構

造
的
連
関
と
そ
の
努
革
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
資

本
主
義
の
構
造
的
把
握
の
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、
ま
た
逆
に
そ
こ
か
ら
方

法
的
示
唆
を
う
け
と
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
三
は
、
奮
中
閣
の
特
異
な
農
村
経
済
陸
制
と
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
特
異

な
農
業
革
命
の
歴
史
が
、
そ
の
後
の
祉
曾
主
義
建
設
と
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い

た
か
、
こ
の
歴
史
的
連
関
を
と
ら
え
る
方
法
的
枠
組
み
を
も
っ
と
精
微
な
も
の

と
し
て
い
く
必
要
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
歴
史
研
究
と
現

代
研
究
の
断
紹
を
克
服
す
る
た
め
に
、
是
非
議
論
を
期
待
し
た
い
こ
と
で
あ

る。
著
者
の
筆
の
運
び
は
そ
の
よ
う
な
黙
に
つ
い
て
禁
欲
的
で
あ
る
が
、
本
書
は

こ
の
よ
う
な
皐
問
的
刺
激
を
輿
え
て
く
れ
る
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
、
著
者
の
あ
と
を
迫
う
研
究
者
に
確
か
な
足
掛
り
を
輿
え
て
く
れ
る
意
味
で

も
、
大
き
な
皐
問
的
業
績
で
あ
る
。
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一
九
八
二
年
一
一
月
東
京

研
文
出
版

A
5
版
三
六
七
頁

永

積

昭

編

東
南
ア
ジ
ア
の
留
畢
生
と
民
族
主
義
運
動

土

屋

健

治

本
書
の
題
名
は
、
正
確
に
書
く
と
、
山
本
達
郎
・
衛
藤
滋
吉
監
修
「
叢
書
・

ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
摩
擦
」
、
永
積
昭
編
『
東
南
ア
ジ
ア
の
留
皐
生
と
民
族

主
義
運
動
』
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
本
書
が
成
立
し
た
経
緯
は
冒
頭
の

「
監
修
の
こ
と
ば
」
(
衛
藤
溶
吉
〉
で
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
:
:
:
異
質
の
文
化
が
接
燭
し
た
と
き
に
生
起
す
る
い
ざ
こ
ざ

を
候
に
文
化
摩
擦
と
線
稽
し
、
こ
れ
の
分
析
に
関
心
を
も
っ
経
済
皐
者
、
政
治

翠
者
、
文
化
人
類
纂
者
、
社
曾
皐
者
、
精
神
病
理
皐
者
、
歴
史
皐
者
ら
が
あ
つ

ま
っ
て
、
園
際
基
督
教
大
四
月
干
の
山
本
達
郎
教
授
を
中
心
に
、
一
つ
の
研
究
チ
ー

ム
が
で
き
た
。

・:
:
嘗
面
、
東
ア
ジ
ア
及
び
東
南
ア
ジ
ア
に
針
象
を
局
限
し

て
、
一
九
七
六
年
春
か
ら
研
究
を
開
始
し
た
。
幸
い
に
一
九
七
七
年
度
か
ら
文

部
省
の
特
定
研
究
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
、
組
織
を
旗
大
し
、
最
終
的
に
は

諸
分
野
の
研
究
者
十
七
チ
l
ム
延
べ
百
六
十
名
を
集
め
て
頻
繁
に
研
究
舎
を
聞

い
た
。
七
八
年
二
月
一
一
、
一
一
一
雨
日
に
は
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
問
題
提
起
の
た
め
の
園
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
そ
の
成
果
は

『
日
本
を
め
ぐ
る
文
化
摩
擦
』
(
弘
文
堂
、

一
九
八

O
年
刊
〉
と
し
て
公
刊
さ

れ
た
。
翌
年
、
翌
々
年
に
も
参
加
者
全
員
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し
た
。

本
書
は
こ
の
よ
う
に
し
て
遂
行
さ
れ
た
特
定
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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木
警
は
こ
の
よ
う
に
し
て
刊
行
さ
れ
始
め
た
叢
書
の
第
一
冊
目
で
あ
り
、

永

積
昭
を
研
究
代
表
者
と
す
る
「
文
化
の
停
播
と
摩
擦
|
|東
南
ア
ジ
ア
|

|
」

班
の
研
究
活
動
の
成
果
が
本
書
に
於
い
て

結
質

し
た
も
の
で
あ
る
〈
永
積
昭

「あ
と
が
き
」
に
よ
る
)
。

こ
の
班
の
名
祷
と
本
書
の
題
名
で
あ
る
「
東
南
ア

ジ
ア
の
留
翠
生
と
民
族
主
義
運
動
」
と
の
相
異
に
つ
い
て
の
説
明
は
と
く
に
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
文
化
の
惇
播
と
摩
擦
」
と
い
う
命
題
を
東
南
ア
ジ
ア

と
い
う
現
貨
の
場
で
翻
自認
す
れ
ば
「
留
謬
生
と
民
族
主
義
運
動
」
と
し
て
表
出

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
各
々
の
研
究
参
加
者
の
専
攻
と
選
好
と
が
こ
の
問
題
に

腕
着
し
て
い
っ
た
こ
と
、
が
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、
文
化
摩
擦
、

留
皐
生
、
民
族
主
義
運
動
と
い
う
三
つ
の
基
軸
を
め
ぐ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
本
書
の
構
成
と
各
論
文
の
大
意
を
み
て
み
よ
う
。
構
成
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

東
ア
ジ
ア
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
に
於
け
る
社
曾
進
化
論
の
系
譜

.
、
氷
積
昭
(
一

J
五
九
頁
)

タ
イ
の
一
九
三
二
年
立
憲
革
命
1

1
海
外
留
闘
争
経
験
者
の
理
想
と
現
貧
|
|

:
:
:
・
:
市
川
健
二
郎
会
ハ
一

J
一
O
四
頁
〉

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
改
革
指
導
者
、
林
文
皮
と
文
化
摩
擦

;
・
明
石
陽
至
(
一

O
五
J
一四

一
頁
)

フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
思
想
の
創
出
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
運
動

・
:
池
端
零
浦
(
一
四
三
J
一
九
六
頁
〉

コ
ン
パ
ウ
ン
時
代
の
ピ
ル
マ
人
留
筆
生

-
大
野
徹
(
一
九
七
J
二
二
七
頁
)

東
叢
運
動
期
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ

・
チ
ャ
ウ
|
|
波
日
か
ら
日
・
中
革
命
家
と

の
交
流
ま
で

I
l

-----白
石
昌
也
会
一
二
九

l
=二
O
頁
)

右
の
六
つ
の
論
稿
は
章
別
に
編
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
冒
頭
の

永
積
論
文
が

「
祉
舎
進
化
論
の
系
譜
」
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
日
本
、
朝

鮮
、
中
園
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ヤ
ワ
の
複
数
の
地
域
を
覗
野
に
枚
め
、
こ
れ

に
封
し
て
以
下
の
五
論
稿
が
各
地
域
を
専
門
的
に
扱
う
と
い
う
陸
裁
を
と
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
明
石
論
文
、
白
石
論
文
で
は
、
氷
積
論
文
に
現
れ
た
人
物

に
つ
い
て
と
く
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
、
一

際
、
こ
の
三
論
文
を
セ

ッ
ト

と
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
執
筆
者

の
頑
貼
や
方
法
、
表
現
の
ス
タ
イ
ル
は
各
々
に
異
な
り
、
ま
た
、
論
稿
の
分
量

も
匡
々
で
あ
る
か
ら
、
本
書
は、

先
に
述
べ
た
三
つ
の
基
軸
を
め
ぐ
っ

て
各
々

に
展
開
さ
れ
る
猫
立
の
論
稿
の
集
成
と
い
う
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
制
度
的
に
は
共
同
研
究
と
し
て
成
立
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
あ
く

ま
で
も
「
皐
問
研
究
は
一
人
で
や
る
も
の
」
と
い
う
編
者
の
「
若
い
頃
の
偏

見
」
(
編
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
。
た
だ
し
、
「
偏
見
」
と
は
編
者
の
絡

晦
で
あ
ろ
う
〉
が
、
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、
む
し
ろ
質
意
を
表
し
た

tv 先
ず
氷
積
論
文
は
、
て
問
題
の
所
在
、
二
、
東
ア
ジ
ア
の
場
合
、

1
、
明

治
初
期
の
日
本
、

2
、
併
合
以
前
の
朝
鮮
、
3
、

清
末
か
ら
民
園
初
期
ま
で
の

中
園
、
三
、
東
南
ア
ジ
ア
の
場
合
、
ー
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、

2
、
東
南
ア
ジ
ア
華

入
社
舎
、
付
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
、
口
ジ
ャ
ワ
の
場
合
、

3
、
プ
デ
ィ
・
ウ

ト
モ
に
於
け
る
「
生
存
競
争
」、

4
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け
る
種
族
主
義
と

生
存
競
争
、
四
、
社
舎
進
化
論
の
衰
退
、
ー
、
漢
字
文
明
圏
と
祉
曾
進
化
論
、
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2
、
社
曾
進
化
論
の
終
末
、
と
い
う
構
成
で
、
四
節
9
安
か
ら
な
る
。

こ
こ
で
は
、
「
枇
舎
進
化
論
」

ω
o
n
E
ロ
R
d三
三
回
目
の
「
ア
ジ
ア
各
地
に

お
け
る
受
容
の
種
々
相
」
が
「
社
曾
進
化
論
の
俸
播
の
有
無
が
、
社
曾
主
義
思

想
の
受
容
に
射
し
て
何
ら
か
の
相
異
と
な
っ
て
現
わ
れ
は
し
な
か
っ
た
か
」

(
五
頁
〉
と
い
う
動
機
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
先
ず
明
治
初
期
の
日
本

の
項
で
は
、
「
優
勝
劣
敗
」
、
「
適
者
生
存
」
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
ダ
l
ウ

ィ
ン
の
進
化
論
、
ス
ベ
ン
サ
l
の
社
曾
進
化
論
が
受
容
さ
れ
て
い
く
扶
況
が
、

山
路
愛
山
、
加
藤
弘
之
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
l

・モ
l
ス
ら
の
賞

事
者
に
即
し
て
略
述
さ
れ
る
。
「
考
え
様
に
よ
っ
て
は
、
明
治
維
新
以
来
一
九
四

五
年
に
至
る
ま
で
、
日
本
を
支
配
し
綴
け
た
最
も
有
力
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、

社
禽
進
化
論
の
臨
応
用
と
し
て
の
富
図
強
兵
思
想
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
(
九
頁
〉
と
い
う
の
が
こ
こ
で
の
暫
定
的
な
結
論
で
あ
る
。
次

い
で
併
合
以
前
の
朝
鮮
の
項
で
は
「
李
朝
末
の
朝
鮮
か
ら
日
本
に
留
拳
し
、

更

に
朝
鮮
人
と
し
て
最
初
の
ア
メ
リ
カ
留
閉
晶
子
生
と
な
っ
た
食
士
ロ
溶
(
ユ
・
キ
ル
チ

ユ
ン
〉
」
(
一

O
頁
〉
を
と
り
上
げ
、
一
繭
津
稔
土
ロ
や
モ

I
ス
の
蒸
陶
を
受
け
た
晶
酬

が
進
化
論
に
ふ
れ
祉
舎
進
化
論
的
な
思
考
法
を
身
に
つ
け
た
こ
と
、
し
か
る

に
、
日
本
の
日
韓
併
合
を
機
に
反
日
論
者
と
な
っ
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、
「
図

上
ニ
図
ナ
ク
園
下
-
一
園
ナ
シ
」
と
記
す
よ
う
に
「
社
舎
進
化
論
に
射
す
る
秘
め

ら
れ
た
拒
紹
反
隠
」
三
二
頁
〉
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
が
示
さ
れ
る
。
清
末
民

初
の
中
閣
の
項
で
は
、
「
清
末
の
思
想
家
で
、
西
洋
の
名
著
の
翻
謬
者
と
し
て

知
ら
れ
る
殿
復
」
(
一二
頁
〉
と
第
法
涯
の
領
袖

・
康
有
潟
の
弟
子
で
「
清
末
の

凌
法
仮
イ
デ
オ

ロ
l
グ
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
っ
た
梁
磨
超
」
〈
一
二
頁
)
が

考
察
の
封
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ

ス
に
留
同
円
干
し
て
ス
ベ
ン
サ
ー

の
思
想
に
紛
れ
た
鮫
復
は
「
本
書
(
ト
マ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
の

『進
化
と
倫

理
』
の
中
園
語
謬
『
天
演
論
』
)
を
材
料
と
し
て
、
ス
ベ
ン
サ
!
の
思
想
を
わ

か
り
や
す
く
中
園
の
讃
書
人
に
紹
介
し
た
黙
」
に
そ
の
良
債
が
あ
っ
た
が
、

「
し
か
も
そ
の
際
に
、
ス
ベ
ン
サ
l
の
思
想
燈
系
の
根
抵
に
あ
る
強
烈
な
個
人

主
義
・
自
由
主
義
的
傾
向
は
清
末
社
禽
の
文
脈
に
合
わ
ぬ
も
の
と
し
て
薄
め
ら

れ
、
弱
め
ら
れ
て
、
日
本
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
富
闘
強
兵
的
な
臨
応
用
面
が
増

幅
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
(
一
四
頁
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
八

九
八
年
に
日
本
へ
亡
命
し
た
梁
啓
超
は
、
一
踊
津
議
士
口
、
加
藤
弘
之
、
徳
富
蘇

峰
、
中
村
正
直
、
矢
野
龍
渓
ら
の
思
想
に
ふ
れ
て
お
り
、
「
脱
毘
入
欧
」
的
社

曾
進
化
論
の
影
響
を
受
け
た
。
さ
て
第
三
項
で
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン
・

ボ
イ
チ
ヤ
ウ
(
潜
伺
珠
〉
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
林
文
慶
及
び
宋
旺
相
に
お
け
る

佐
倉
進
化
論
の
受
容
の
さ
れ
方
が
考
察
さ
れ
た
の
ち
、
同
様
の
税
貼
(
「
西
韓
中

用
」
〉
か
ら
ジ
ャ
ワ
の
中
華
曾
館
の
活
動
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

目
を
聴
じ
て
ジ
ャ
ワ
人
知
識
人
の
思
想
に
至
る
と
「
日
本
や
中
閣
を
経
由
し
な

い
別
系
統
の
進
化
論
思
想
の
流
入
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
三
二
頁〉。

そ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
経
由
で
「
生
存
競
争
」
仕
え
と
仏

O
B
7
2
Z
2
2ロ

の
概
念
が
一
日
一
は
受
容
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
や
が
て
、
「
調
和
あ
る

設
展
」
内
目
。

Z
吋目。ロ
-
n
r
o
g
g
F
r
o
-
5聞
と
い
う
ジ
ャ
ワ
流
の
文
言
の
う

ち
に
解
消
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
社
舎
進
化
論
へ
の
・
・
:
:
警
戒
心
」
(
一一一一一

頁
)
が
よ
り
強
く
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
最
後
の
四
節
で

は
、
先
ず
、
漢
字
文
明
聞
に
お
い
て
社
曾
進
化
論
の
受
容
が
直
接
的
か
つ
穎
著

で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
て

譲昔盲
人
階
層
の
知
的
水
準
が
高
く
新
し
い
思

想
を
消
化
す
る
能
力
を
備
え
て
い
た
上
に
、
彼
等
が
「
土
大
夫
」
と
し
て
園
家

の
存
亡
に
自
己
の
運
命
を
託
し
て
い
た
こ
と
、
二
、

図
家
権
力
と
宗
数
的
権
力

と
は
概
し
て
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
園
際
政
治
に
於
け
る
針
懸
の
仕
方
が
一
般

に
世
俗
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
三
、
歴
史
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
く
、
反
覆
せ
ぬ

一
度
限
り
の
事
象
は
そ
れ
自
慢
記
述
に
値
す
る
と
い
う
「
史
書
の
図
」
で
あ
る
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こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
の
推
移
の
中
で
社
舎
進
化
論
を
理
解
す
る
、
と
い
う
素

地
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
四
三
J
四
四
頁
)
。
次
い

で
、社
舎
進
化
論
の
終
末
の
項
で
は
、
丘
浅
次
郎
『
猿
の
群
か
ら
共
和
園
ま
で
』

と
い
う
題
名
に
注
目
し
て
、
社
舎
進
化
論
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
衝
撃
と
そ
の

終
末
が
語
ら
れ
る
。

以
上
、
論
稿
の
素
描
と
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
社
舎
進
化

論
の
受
容
を
テ
ー
マ
と
し
て
日
本
、
朝
鮮
、
中
圏
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ジ
ヤ
ワ

の
一
九
世
期
末
か
ら
二

O
世
紀
初
め
に
至
る
知
識
人
の
存
在
様
式
が
手
際
良
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

明
石
論
文
は
、
右
の
う
ち
、
と
く
に
林
文
箆
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
え

が
き
以
下
、
て
留
謬
|
|
改
革
思
想
形
成
の
背
景
、
二
、
林
文
鹿
の
祉
禽
改

革
思
想
、
三
、
林
文
援
の
政
治
的
改
革
思
想
、
四
、
結
論
、
か
ら
な
る
本
稿
は
、

「
三
つ
の
租
園
||
英
園
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
園
ー
ー
ー
に
ま
た
が
る
生
涯
」

〈一一一一一

頁
)
を
終
え
た
主
人
公
の
略
歴
、
思
想
、
改
革
運
動
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
要
約
は
結
論
中
の
次
の
一
節
に
つ
き
て
い
る
。
「
合
理
的
西

洋
科
摩
・
知
識
と
中
園
の
道
徳
文
化
の
融
合
こ
そ
が
筆
入
社
舎
の
近
代
化
で
あ

り
、
中
園
の
生
存
の
道
で
あ
る
と
文
慶
は
主
張
し
、
そ
の
努
力
に
彼
は
藷
カ
を

惜
し
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
文
慶
の
改
革
思
想
を
形
成
し
た
異
文
化
と
の

遡
遇
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
文
化
摩
擦
で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
文
化
努
容
で
あ

っ
た
。
彼
の
思
想
に
は
常
に
中
・
西
爾
文
化
が
併
居
し
て
お
り
、
そ
の
文
化
摩

擦
と
雨
文
化
を
超
越
し
た
博
愛
心
で
調
節
、
融
合
し
て
い
た
O

i
---
文
麗
は
西

洋
、
東
洋
雨
祉
舎
か
ら
も
離
閲
す
る
こ
と
な
く
、
府
県
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
的
近

代
人
と
し
て
生
涯
を
全
う
し
た
。
彼
く
ら
い
文
化
摩
擦
を
活
用
し
、
雨
文
化
の

長
所
を
粂
備
し
、
終
始
一
貫
し
た
信
念
を
持
っ
た
改
革
指
導
者
は
少
い
で
あ
ろ

う
」
。
ハ
一
三
五
頁
〉
論
稿
の
十
l
ン
は
林
文
慶
の
穎
賞
と
稽
揚
で
あ
る
。
な

ぉ
、
細
部
に
わ
た
る
が
、
林
文
援
の
「
我
々
の
敵
」
の
十
の
基
準
三
二

O

頁
)
と
、
同
じ
筒
所
を
扱
っ

た
永
積
論
稿
〈
二
四
J
二
五
頁
)
と
の
謬
語
の
相

異
が
気
に
な
る
(
特
に
第
六
項
目
の
「
シ
イ
オ
ソ
フ

ィ
l
」
と
第
七
項
目
の
文

一
言
)
。一

方
、
水
害
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
白
石
論
文
は
、

永
積
論
文
で
ふ
れ

ら
れ
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン

・
ボ
イ

・
チ
ャ
ウ
の
滞
日
経
験
(
一
九

O
五
i

O
九
年
の
四
年
開
〉
に
焦
貼
を
あ
て
て
、

懇
切
・

周
到
に
論
じ
た
も
の
で
、
本

書
中
も
っ

と
も
分
量
も
多
く
八

0
ペ
ー
ジ
を
こ
え
て
全
鐙
の
四
分
の
一
強
に
及

ん
で
い
る
。
一
、
渡
日

(
1
、
生
い
立
ち
、
2
、
渡
日
の
目
的
|
|
武
器
の
入

手、

3
、
東
遊
運
動
の
開
始
)
二
、
渡
日
前
後
の
吠
況
認
識
(
1
、
「
同
文
同

種
同
州
」、

2
、
社
舎
ダ
ー
ウ
ィ

ニズ

ム
、
3
、
文
明
進
歩
史
観
〉

=
一
、
日
本

へ
の
失
望

(
1
、
『
東
亜
同
盟
舎
』
と
『
浪
桂
越
連
盟
曾
』
、

2
、
雲
南
省
皐

生
と
の
交
流
、

3
、
日
・
中
無
政
府
主
義
者
と
の
交
流
、

4
、
日
本
へ
の
失

望
)
、
結
論
、
認
識
の
後
化
、
と
い
う
木
稿
の
構
成
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
主
人
公
に
関
す
る
研
究
史
の
蓄
積
を
着
寅
に
お
さ
え
な
が
ら
彼
の
行
動
と

思
想
を
跡

e

つ
け
る
一
方
、
「
文
明
進
歩
史
観
」
を
中
心
に
し
て
、
先
の
永
積
論

文
の
骨
子
を
一

一
層
激
密
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
黙
で
、
こ
れ
は
本
書
中
、
永

積
論
文
と
も
っ

と
も
良
く
呼
悠
し
た
一
射
を
な
す
だ
け
で
な
く
、
翠
糊
却
の
論
文

と
し
て
も
目
配
り
の
よ
く
行
き
届
い
た
、
そ
し
て
そ
の
意
味
で
、
読
者
に
は
も

っ
と
も
親
切
な
論
稿
で
あ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
、
フ
ァ
ン

・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の

日
本
政
府
要
人
(
大
隈
重
信
や
小
林
誇
太
郎
ら
)
に
射
す
る
「
態
度
が
貨
に
堂

々
と
し
て
い
る
」
(
二
四
五
頁
〉
貼
を
委
曲
を
悲
し
て
論
じ
て
い
る
黙
で
、
本

稿
は
譲
者
の
胸
を
打
つ
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
残
り
の
三
論
文
は
、
扱
わ
れ
た
封
象
か
ら
み
て
澗
立
の
論
稿
と
し
て

の
性
格
を
一
層
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
タ
イ
を
扱
っ
た
市
川
論
文
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は
、
緒
言
と
結
語
を
は
さ
ん
で
四
節
か
ら
な
る
(
各
節
の
標
題
は
な
い
)
。
緒

言
で
は
、
タ
イ
が
紹
封
君
主
制
か
ら
立
憲
君
主
制
に
移
行
し
た
一
九
三
二
年
立

憲
革
命
を
『
海
外
留
皐
経
験
者
の
理
想
と
現
貫
』
と
い
う
角
度
か
ら
、
問
題
の

再
考
察
を
試
み
、
欧
米
諸
園
と
は
異
質
な
タ
イ
の
軟
弱
地
盤
の
政
治
風
土
臼
O
F

日

E
O
の
中
で
、
外
園
留
率
経
験
者
が
蹄
図
後
に
俸
統
と
近
代
と
の
谷
聞
に
あ

っ
て
、
か
れ
ら
自
身
の
途
を
ど
の
よ
う
に
開
拓
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
疑
問
に

射
し
て
臨
応
え
る
」
(
六
回
頁
)
と
い
う
問
題
設
定
と
そ
の
た
め
の
方
法
が
提
示

さ
れ
る

G

一
で
は
、
タ
イ
王
族
の
留
皐
経
験
が
タ
イ
王
室
の
政
治
過
程
の
文
脈

の
中
で
整
理
さ
れ
、
こ
で
は
、
一
八
九
六
年
の
王
室
時
間
拳
金

r
E
K回
帥

n
F
o
g
-

『
帥

r
G
の
設
定
以
降
、
卒
民
子
弟
の
中
で
留
皐
の
機
禽
を
え
、
三
二
年
革
命
で

重
要
な
役
割
を
演
じ
た
、
プ
リ
デ
ィ
、
ネ
I
プ
、
チ
ュ
ァ
、
シ
リ
ラ
l
ト
、
プ

ラ
ユ

l
ン
、
ピ
プ
ン
、
タ
ス
ナ
l
イ
七
名
の
衆
歴
、
彼
ら
が
一
九
二
七
年
二
月

パ
リ
で
人
民
熊
を
結
成
す
る
経
緯
、
結
成
後
の
プ
リ
デ
ィ
中
心
の
文
官
グ
ル
ー

プ
、
ピ
プ
ン
中
心
の
武
官
グ
ル

ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
そ
の
後
の
経
過
が
、
筆
者

の
現
地
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
調
査
の
成
果
を
ま
じ
え
て
整
理
さ
れ
、
「
パ
リ
で
設

足
し
た
人
民
議
の
理
想
と
革
命
前
の
準
備
段
階
の
現
賓
と
の
関
に
は
か
な
り
の

距
離
が
あ
っ
た
こ
と
、
文
官
と
武
官
の
雌
見
方
の
内
情
を
み
る
と
、
革
命
に
封
す

る
各
人
各
様
の
思
惑
が
入
り
胤
れ
て
お
り
、
従
来
の
所
設
の
よ
う
に
文
官
汲
と

武
官
源
、
長
老
波
と
青
年
波
、
フ
ラ
ン
ス
留
皐
汲
と
そ
の
他
諸
園
留
皐
波
な
ど

の
分
類
方
法
が
事
賓
と
相
違
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
人
民
議
が
政
策
集
固
で

な
く
、
数
人
の
指
導
者
に
よ
っ
て
別
箇
に
組
織
さ
れ
、
革
命
作
業
を
分
援
し
た

集
合
鐙
と
な
っ
た
こ
と
、
」
(
八
二
頁
〉
が
要
約
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う

に
し
て
、
「
十
分
な
統
一
見
解
が
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
に
革
命
が
賀
行
に
移
さ

れ
た
黙
で
、
:
:
革
命
受
諾
に
射
す
る
園
王
の
剣
断
に
混
蹴
を
生
む
結
果
を
招

い
た
」
(
八
二
頁
)
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
一一で
は
、
「
シ
ャ
ム
共
産
焦
が
立

憲
革
命
に
つ
い
て
の
な
ん
ら
の
役
割
り
も
果
た
し
て
い
な
い
黙
」
(
八
三
頁
)

が
確
認
さ
れ
た
の
ち
、
四
で
は
、
立
憲
革
命
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
が
先
に
指
摘

さ
れ
た
「
革
命
受
諾
」
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
哲
皐
者
と
し

て
の
園
王
(
ラ
1
7
七
世
〉
の
弱
い
性
格
」
(
九
一

頁
〉
と
、
「
王
都
に
お
け

る
新
奮
政
治
権
力
の
抗
争
」
(
九
五
J
九
六
頁
)
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
。
そ
し
て
「
立
憲
革
命
を
め
ぐ
る
新
輩
出
雨
勢
力
の
代
表
者
逮
の
多
く
は
西
欧

留
祭
経
験
者
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
西
欧
民
主
主
義
の
理
想
を
、
租
園
の
侍
統
的

社
舎
構
造
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
寅
現
で
き
る
か
と
い
う
難
問
題
と
取
組
ん
で

き
た
。
い
わ
ば
、
上
意
下
達
と
下
意
上
達
の
政
治
韓
制
を
爾
極
端
に
お
く
距
離

の
中
開
貼
の
い
ず
れ
に
傾
い
た
立
場
を
選
揮
す
る
か
に
つ
い
て
、
新
摘
出
一隅
権
力

の
聞
で
、
ま
た
雨
権
力
の
内
部
で
封
立
を
く
り
か
え
し
て
き
た
」
(
九
六
頁
)

と
い
う
嘗
時
の
政
治
紋
況
の
基
本
的
な
構
図
が
、
結
語
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て

し
る
。こ

の
よ
う
に
、
市
川
論
文
は
「
文
化
」
及
び
「
文
化
摩
擦
」
の
問
題
よ
り

も
、
留
皐
生
を
核
と
す
る
政
治
勢
力
聞
の
政
治
力
撃
に
焦
貼
を
絞
っ
て
い
る
。

ピ
ル
マ
を
論
じ
た
大
野
論
文
は
、
コ

ン
パ
ウ
ン
時
代
の
ピ
ル
マ
人
留
同
学
生
に

関
す
る
情
報
を
、
能
う
限
り
提
供
す
る
と
い
う
性
絡
を
示
し
て
い
る
。
一
、
時

代
的
背
景
、
二
、
留
皐
生
汲
遣
の
動
機
、
三
、
ピ
ル
マ
人
留
拳
生
の
波
遼
先
、

人
数
お
よ
び
汲
透
目
的
、
四
、
留
皐
先
で
の
研
修
状
況
、
五
、
留
翠
生
の
腕
閣

後
の
活
動
、
の
五
節
か
ら
な
る
本
稿
は
、
て
こ
で
コ
ン
パ
ウ
ン
朝
末
期
の
苦

悩
が
王
朝
を
中
心
に
略
述
さ
れ
、
三
以
下
で
は
、
そ
の
時
期
の
留
拳
生
(
確
定

さ
れ
た
数
字
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
二
四
名
、
イ
タ
リ
ー
一
一
一
一
名
、
イ
ギ
リ
ス
三

名
、
イ
ン
ド
一
一
一
一
一
名
)
に
つ
い
て
の
資
料
の
提
供
に
つ
い
や
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
う
し
た
留
皐
生
の
存
在
に
も
拘
ら
ず
、
ピ
ル
マ
は
一
八
八
五
年
に

濁
立
を
喪
失
し
た
。
留
拳
生
の
;
:
大
学
は
英
領
植
民
地
と
な
っ
た
ば
か
り
の
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ビ
ル
マ
へ
紛
園
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
彼
ら
を
迎
え
受
け
入
れ
て
く
れ
る

機
構
も
制
度
も
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。日
附
園
後
の
彼
ら
の
突
を
停
え
て
く
れ
る

資
料
は
、
遺
憾
な
が
ら
何

一
つ
残
っ
て
い
な
い
。
王
朝
制
ピ
ル
マ
か
ら
英
領
植

民
地
へ
と
繁
縛
し
て
い
く
激
動
の
歴
史
の
中
に
、
彼
ら
の
姿
も
ま
た
埋
放
し
去

っ
た
の
で
あ
る
」
(
二
二
二
頁
。
本
稿
の
結
句
〉
と
い
う
欣
況
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
本
稿
で
書
き
留
め
ら
れ
た
情
報
は
、
た
と
え
不
完
全
で
あ
る
に
せ
よ
、
貴

重
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
な
ま
な
か
の
解
穣
や
分
析
を
こ
え
る
重
さ
を
も
っ

て
い
る
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
扱
う
池
端
論
文
は
、
か
っ
き
り
と
し
た
骨
格
を
も
っ
論
稿
で

あ
る
。
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
思
想
の
二
つ
の
源
流
で
は
、
研
究
史
を
踏
ま

え
た
上
で
の
清
新
な
問
題
設
定
、
す
な
わ
ち
、
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
運
動
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
土
着
的
な
|
|
従
っ
て
そ
れ
は
一
般
民
衆
の
裡
に
存
在
し
た

l
l

意
味
世
界
と、

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
」
(
一
五

一

頁
)
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
に

M
-
H
・
デ
ル
・
ピ
ラ
1
ル
と
J
・リ
サ
ー

ル
の
思
怨
的
管
震
に
焦
貼
が
絞
ら
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。

「
意
味
世
界
」

と
「
思
想
的
信
魚
」
と
い
う
タ
1

ム
を
一
過
し
て
、

〈
了
解
の
構
造
〉
と
し
て
の

文
化
と
文
化
の
針
附
す
る
朕
況
が
務
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
、
ス
ペ
イ
ン
留

間
学
生
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
運
動
で
は
、
そ
の
極
貼
に
立
つ
リ
サ
l
ル
の
『
ノ
リ
・

メ
・
タ
ン
ヘ
レ
』

(
一
八
八
七
年
出
版
)
に
焦
貼
が
合
せ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
風
土
へ
の
讃
歌
、
言
い
か
え
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
美
し
い

自
然
の
剛
院
で
展
開
さ
れ
る
生
の
喜
び
」
(
一
五
六
頁
)
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と

念
日
ミ
と
い
う
タ
ガ

ロ
グ
語
に
こ
め
ら
れ
る
「
と
も
に
閥
わ
り
、
と
も
に
感

じ
」
そ
し
て
そ
の
貧
践
と
し
て
死
ん
で
い
く
ハ
一
五
七
頁
)
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の

二
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
「
こ
の
園
の
た
め
に
死

ぬ
」
〈
一
五
七
頁
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
摘
出
は
ま
こ
と
に
重
要
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
は
民
族
主
義
の
精
髄
だ
か
ら
で
あ
る
。
三
、
プ
リ
ン
シ
パ

l
リ
ア

の
改
革
運
動
で
は
、
制
到
象
は
一
関
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
住
の
デ

ル
・
ピ
ラ
l
ル

に
移
さ
れ
る
。
『
タ
ガ
ロ
グ
毎
日
』

の
創
刊

(
一
八
八
二
年
)
を
機
に
言
論
活

動
に
着
手
し
た
デ
ル

・
ピ
ラ
l
ル
が

「
タ
ガ
ロ

グ
語
の
俸
統
的
表
現
を
用
い
つ

つ
、
新
し
い
債
値
と
意
味
の
世
界
を
説
い
た
」
(
一
ム
ハ
一
頁
)
経
緯
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
四
、
リ
サ
l
ル
と
デ
ル
・
ピ
ラ
l
ル
は
、
一
八
八
八
年
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
た
ち
翌
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
到
着
し
た
嘗
時
の
デ
ル

・
ピ
ラ
l
ル
の
作
品

や
書
簡
に
先
ず
焦
黙
が
合
せ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
書
簡
中
の
次
の
文
言
は
、

「
こ
こ
」
劉
「
あ
そ
こ
」
、
「
此
岸
」
針
「
彼
岸
」
の
非
和
解
的
封
特
に
関
す
る
、

そ
し
て
、
お
よ
そ
民
族
主
義
を
つ
ら
ぬ
く
生
理
的
な
原
形
質
に
関
す
る
、

一
瞬

の
防
省
示
で
あ
り
全
面
的
な
開
示
で
あ
る
。
一
舟
引
用
す
る
誘
惑
を
た
ち
が
た
い
。

こ
こ
(
ス
ペ
イ
ン
〉
は
敵
喜
の
土
地
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
人

工
的
な
感
性
の
中
に
だ
け
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
す
べ
て
が

ひ
よ
わ
で
貧
弱
で
す
。
太
陽
に
は
熱
気
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
空
に
は
星
が
あ

り
ま
せ
ん
。
月
に
は
輝
き
が
な
く
、
畑
は
癒
せ
て
い
ま
す
。
花
々
に
は
香
り

が
な
く
、
雨
が
降
る
時
も
ア
ト
ム
の
滴
に
な
っ
て
落
ち
て
き
ま
す
。
す
べ
て

が
著
し
い
封
照
を
な
し
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
揺
監
の
地
に
た
ゆ
た

う
、
力
強
い
自
然
の
枇
麗
な
る
表
出
に
思
い
を
い
た
さ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
は
、
あ
の
青
い
空
は
星
々
で
飾
ら
れ
、
こ
の
季
節
に
は
月
が

輝
き
わ
た
り
、
熱
帯
の
太
陽
は
燃
え
る
よ
う
な
光
を
ふ
り
注
ぎ
、
田
園
は
青

々
と
繁
茂
し
、
花
々
は
芳
し
い
香
り
を
撤
き
ち
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
な

か
ん
ず
く
、
わ
た
し
た
ち
東
洋
人
の
生
活
慣
習
が
も
っ
優
し
さ
と
誠
寅
さ
と

懇
ろ
な
心
配
り
。
そ
れ
ら
は
わ
た
し
の
脳
裡
に
美
し
い
竪
幼
に
み
ち
た
追
憶

を
惹
き
起
し
ま
す
。
そ
し
て
、
紳
の
輿
え
賜
う
た
こ
の
幸
せ
が
、
榊
の
司
祭

と
な
っ
た
人
止
の
不
信
仰
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
い
た
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し
、
涙
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

右
の
文
言
は
後
代
か
ら
み
る
と
「
決
り
文
句
」
の
羅
列
の
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
重
要
な
の
は
ま
さ
に
そ
の
黙
で
あ
り
、
民
族
思
想
の
成
立
と
は
こ
の
よ

う
な
「
決
り
文
句
」
の
様
式
性
に
お
い
て
自
他
を
峻
別
し
て
い
く
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
を
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ャ
ワ
の
カ
ル
テ

ィ
一
(
一
八
八

O
J
一
九
O
四
〉
の
書
簡
の
裡
に
、
ほ
と
ん
ど
寸
分
違
わ
ぬ
形

で
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
デ
ル

・
ピ
ラ
l
ル
の
そ
の
後
の
軌
跡
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
運
動
の
機
関
誌

『
圏
結
戸
同

ω
0
5
2念
仏
』
』
(
一
八
八
九
J
九
五
年
〉
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た

言
論
活
動
を
逼
し
て
追
跡
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
リ
サ
l
ル
は
、
時
期
を
同
じ

く
し
て
再
び
ス
ペ
イ
ン
に
戻
っ
て
い
た
が
、
デ
ル
・
ピ
ラ
l
ル
と
異
な
っ

て
ス

ペ
イ
ン
政
府
に
射
す
る
い
か
な
る
幻
想
も
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
彼
の
著
作
活

動
は
直
接
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
向
け
て
行
わ
れ
三
種
の
「
歴
史
的
著
作
」
と
第
二

の
小
設
『
フ
ィ
リ
(
反
逆
ど
を
通
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
分
離
濁
立
と
い
う

思
想
に
到
達
す
る
経
緯
が
筆
者
に
よ
っ
て
説
得
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

五
、
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
運
動
の
終
末
は
、
九
一
年
に
ふ
た
た
び
錦
園
の
途
に
つ

く
リ
サ
l
ル
か
ら
筆
が
お
こ
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
タ
ガ
ロ
グ

語
と
い
う
二
重
言
語
吠
況
で
苦
悩
す
る
リ
サ
l
ル
(
「
母
語
」
と
し
て
の
ス
ペ

イ
ン
語
劉
「
議
み
手
」
の
言
語
で
あ
る
タ
ガ
ロ
グ
語
)
の
姿
が
描
か
れ
る
。
一

方
、
リ
サ
l
ル
と
訣
別
し
た
後
の
デ
ル
・
ピ
ラ
l
ル
も
経
済
的
苦
窮
に
立
つ
。

「最
後
の
力
を
ふ
り
絞
る
よ
う
に
」
し
て
『
幽
繕
』
誌
に
カ
を
注
ぐ
ピ
ラ
l
ル

は
つ
い
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
鯖
還
す
る
こ
と
な
く
客
死
す
る
。

リ
サ
l
ル
も
デ
ル
・
ピ
ラ
l
ル
も
、
民
族
主
義
の
先
遣
で
あ
り
な
が
ら
、
つ

い
に
、
タ
ガ
ロ
グ
語
の
世
界
の
な
か
に
そ
の
思
想
を
文
脈
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
こ
と
、
彼
ら
の
思
想
を
民
衆
の
中
に
生
き
る
パ
シ
オ
I
ン
ハ
キ
リ
ス

ト
受
難
の
長
編
叙
事
詩
〉
の
文
脈
に
議
み
か
え
て
い
く
の
は
、
そ
の
後
に
績
く

カ
テ
ィ
プ
l
ナ
シ
の
文
化
的
管
震
に
よ
る
こ
と
、
が
、
「
結
び
」
と
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

右
に
み
て
き
た
通
り
、
本
書
を
構
成
す
る
各
論
稿
は
各
々
濁
立
し
た
性
絡
を

も
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
加
え
て
ま
た
、
た
と
え
ば
白
石
、
池
端
雨
論
文

は
、
そ
れ
自
鐙
で
明
解
な
起
承
締
結
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
、
筆
者
が
構
想
し

て
い
る
も
っ
と
大
き
い
フ
レ
ー
ム
の
な
か
で
、
い
ず
れ
そ
の
所
を
得
る
こ
と
が

稼
想
さ
れ
る
し
、
永
積
論
文
も
ま
た
「
枇
舎
進
化
論
の
停
播
の
有
無
と
佐
倉
主

義
思
想
の
受
容
の
関
連
性
」
と
い
う
黙
で
、
績
編
が
書
か
れ
る
べ
き
性
格
の
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

従
っ
て
本
書
の
全
墜
に
か
か
わ
る
コ
メ
ン
ト
を
記
す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、

い
く
つ
か
の
論
稿
に
関
連
し
て
興
味
深
く
感
じ
た
こ
と
を
以
下
に
記
す
。

そ
れ
は
、
「
文
化
(
摩
擦
)
」
、

「
留
厚
生
」
、
「
民
族
主
義
」
と
い
う
一
一
一
つ

の
主
題
を
め
ぐ
っ

て
論
述
を
展
開
す
る
う
え
で
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
の

は
留
象
生
で
あ
り
、
こ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
中
心
に
す
え
て
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
主

題
が
も
っ
と
も
生
き
生
き
と
か
つ
説
得
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
場
合
の
留
畢
生
は
た
ん
に
量
的
に
庭
理
さ
れ
る
も
の
で
は
も
ち
ろ

ん
な
く
、
ま
た
、
彼
(
ら
)
を
め
ぐ
る
政
治
的
・
祉
曾
的
プ
ロ
セ
ス
の
記
述
を

も
っ
て
終
る
も
の
で
も
も
ち
ろ
ん
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
(
舞
肇

設
定
)
に
す
ぎ
な
い
。

た
と
え
て
い
う
と
こ
こ
で
の
留
皐
生
は
放
人
で
あ
る
。
放
に
出
か
け
舷
よ
り

戻
る
政
人
自
身
の
編
む
物
語
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
の
政
人
を
め
ぐ
っ
て
展

開
さ
れ
る
物
語
・
そ
の

〈
運
命
〉
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、
先
の
三
つ
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の
主
題
は
、
は
じ
め
て
、
内
的
に
関
連
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
た
ん

な
る
比
倫
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
ヴ
ァ
ル
タ
l

・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
「
物
語
作

者
」
に
つ
い
て
語
る
次
の
よ
う
な
文
言
の
う
ち
に
、
「
文
化
」
、
「
留
皐
生
」
、

「
民
族
主
義
」
の
(
文
化
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
お
け
る
〉
要
請
も
ま
た
登
く
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

口
か
ら
口
へ
と
語
り
つ
が
れ
る
経
験
は
、
あ
ら
ゆ
る
物
語
作
者
に
と
っ
て
、

汲
め
ど
も
っ
き
ぬ
泉
で
あ
っ
た
。
:
俗
に
『
放
を
す
れ
ば
な
に
か
話
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
つ
ま
り
語
り
手
は
遠
方
か
ら

や
っ
て
く
る
ひ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
賀
直
な
暮
し
で
地
方
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
土
地
の
口
碑
や
俸
承
に
通
じ
て
い
る
も
の
に
も
、
同
じ
く
ひ

と
は
こ
の
ん
で
耳
を
か
た
む
け
る
。
い
ま
、
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
太
古

の
代
表
者
の
形
で
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
一
方
は
定
住
農
民
に
、
他
方
は
交

易
を
い
と
な
む
船
乗
り
に
、
具
現
さ
れ
て
い
る
。
じ
じ
っ
、
こ
の
雨
者
の
生

活
闘
が
、
あ
る
程
度
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
自
の
系
統
の
物
語
作
者
た
ち
を
生

み
だ
し
て
き
た
と
い
え
る
。
:
:
:
(
し
か
し
)
あ
れ
だ
け
ひ
ろ
い
歴
史
的
な

幅
を
も
っ
た
物
語
の
王
閣
の
康
が
り
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
太
古
の
型
の
き
わ

め
て
内
密
な
交
流
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
寅
現
し

た
の
は
、
と
り
わ
け
中
世
に
お
け
る
、
か
の
職
人
憲
章
で
あ
っ
た
。
定
住
し

て
い
る
親
方
と
遍
歴
す
る
徒
弟
と
が
同
じ
部
屋
の
中
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
た
の
だ
し
、
ど
ん
な
親
方
で
も
、
故
郷
や
異
郷
の
地
に
定
住
す
る
よ
う
に

な
る
以
前
に
は
、
み
ん
な
放
渡
り
の
職
人
だ
っ
た
の
だ
。
農
民
と
船
乗
り

が
、
物
語
る
術
の
親
方
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
職
人
階
級
は
そ
の
上
級
皐
校
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
遍
歴
を
重
ね
て
き
た
も
の
が
家
郷
に
も
ち
錦
る
速
い
園

々
の
消
息
と
、
定
住
し
て
い
る
も
の
に
も
っ
と
も
こ
の
ん
で
打
ち
明
け
ら
れ

る
過
去
の
消
息
と
が
、
こ
の
階
級
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
に
結
ば
れ
た
の
で
あ
る

(
ヴ
ア
ル
タ
l

・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
物
語
作
者
』
高
木
久
雄
・
佐
藤
康
彦
誇
に

よ
る
〉
。

「
民
族
主
義
」
が
そ
の
か
た
ち
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
は
、
右
の
二
つ
の

「
物
語
の
系
譜
」
が
「
ひ
と
つ
に
結
ば
れ
」
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
(
た
と
え
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
運
動
の
世
界
が

パ
シ
オ
l
ン
の
世
界
と
一
つ
に
結
ぼ
れ
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
)
。

一
方
ま
た
、
「
留
皐
生
」
は
、

家
郷
に
飾
っ
て
異
郷
の
物
語
を
編
み
、
そ
の

物
語
が
「
上
級
階
級
」
に
よ
っ
て
家
郷
停
来
の
物
語
と
一
つ
に
織
り
合
わ
さ
れ

て
い
く
だ
け
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
「
留
皐
生
」
は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
異

郷
の
民
に
濁
し
で
も
ま
た
、
異
郷
の
文
化
を
文
脈
化
し
そ
れ
を
提
示
し
て
み
せ

る
の
で
あ
る
。
白
石
論
文
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
日
本
で
の

態
度
が
「
買
に
堂
々
と
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
理
由

は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
こ
の
「
留
皐
生
」
が
、
彼
の
自
に
映
ず
る
近
代
日
本
そ

の
も
の
の
文
娠
を
、
日
本
に
向
っ
て
提
示
し
て
み
せ
た
、
と
い
う
こ
と
に
鴎
因

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
本
書
で
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
l
ス
は
、
東
南
ア
ジ

ア

近
代
の
知
的
朕
況
を
思
索
す
る
上
で
、
貴
重
な
情
報
と
興
味
深
い
問
題
提
起
を

い
く
つ
も
含
ん
で
お
り
、
今
後
、
こ
の
分
野
の
研
究
が
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
上

で
の
一
つ
の
基
黙
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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